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4.2  提案するシステムの概要 



























MICROPROCESSOR BASED SYSTEM 
 








に現れる波形の特徴点を 1拍ごとに検出し，PQ 間隔，QRS 持続時間などの診断
項目となるパラメータを計算する．最後に，抽出した心電図パラメータが正常範
囲にあるかどうかを検査することにより正常か異常かを判定する．すべてのパラ
メータが範囲内である場合には正常と判定され，R-R 間隔のような最低限の情報
が伝送される．それ以外の場合には異常と判定され，メモリに蓄えられていた異
常検出時点前後の波形データを送信する． 
 すべてのデータ削減機能は送信側に含まれているため，受信側では提案するシ
ステム特有の処理を行う必要はない．計測された心電図が正常である間は送信側
からの心拍数などの情報を表示し，異常な心電図が計測された場合に伝送される
波形データを表示し，さらに必要であれば現在一般に使用されている心電図モニ
タに内蔵されているような心電図解析を行い，診断結果を表示する． 
